
吹田市感染症予防計画 概要

〇感染症発生動向調査【第2章の１の（１）】
〇感染症届出の周知・届出への対応【第2章の１の（１）】
〇疑似症の取扱い【第2章の１の（１）】
〇情報収集・分析及び公表【第2章の１の（１）】
〇予防接種に関する正しい知識の普及【第2章の１の（２）】
〇食品衛生・環境衛生・関係機関・団体との連携【第2章の１の（３）】

〇発生状況、情報公表に係る府への協力、発生動向調査の活用【第2章の２の（１）】
〇国・府の指示に従って臨時の予防接種【第2章の２の（１）】
〇対人措置（健康診断、検体採取、就業制限、入院勧告）【第2章の２の（２）】
〇対物措置（消毒、建物への立入制限等） 【第2章の２の（３）】
〇積極的疫学調査【第2章の２の（４）】
〇食品衛生・環境衛生・動物衛生・検疫所・関係機関・団体との連携【第2章の２の（５）】

平時 新興感染症の発生及びまん延時

〇感染症・病原体等の情報収集、調査、研究【第2章の３の（１）】
〇厚生労働省令で定める感染症指定医療機関への電磁的方法での届出・報告の義務化の周知【第2章の３の（２）】

〇検査実施体制と検査能力向上【数値目標】【第2章の４】
〇府との連携による検査体制の整備【第2章の４の（２）】

〇民間検査機関への協力要請【第2章の４の（２）】
〇府・関係機関等の連携による検査情報収集等の体制整備【第2章の４の（３）（４）】
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〇療養先の検討と府と連携による入院調整【第2章の５の（１）】
〇府の協定に基づく病床確保【第2章の５の（１）】

入院 〇府の協定締結による医療提供体制の整備【第2章の５の（１）】

〇府や医師会との連携による往診等の体制構築【第2章の５の（２）】
〇救急医療機関、消防、高齢者施設等団体との医療支援体制の確認
【第2章の５の（２）】

自宅療養

移送
〇消防、民間事業者による移送体制確保【第2章の６の（１）（２）】
〇医療機関、移送関係者を含めた移送訓練【第2章の６の（２）】
〇医療機関受入体制の情報の共有化【第2章の６の（２）】

〇関係機関と連携した移送体制整備の強化【第2章の６の（１）（２）】
〇医療機関からの適切な情報提供【第2章の６の（２）】

人材養成・
資質向上

〇感染症に関する人材養成・資質の向上【数値目標】【第2章の１１】 〇感染症対策・検査に関する研修会への派遣と講習会の開催【第2章の１１の（２）】
〇地域医療機関との連携強化と研修・訓練等への支援【第2章の１１の（２）】 〇IHEAT要員への研修・要請時運用【第2章の１１の（２）】

保健所体制
〇感染症対応業務を行う人員確保【数値目標】【第2章の１２】
〇IHEAT要員確保【数値目標】【第2章の１２】
〇他自治体との連携と保健所体制の確保【第2章の１２の（１）】

〇健康観察体制の整備（ICTの活用）、生活必要物品の支援【第2章の８の（１）（２）】
〇高齢者施設等の療養者への健康観察や療養支援【第2章の８の（１）（２）】

〇必要に応じて、府へ感染症の発生、まん延防止のために総合調整の要請【第2章の９】

啓発・人権尊重
〇患者への差別・偏見の排除、感染症予防の正しい知識の普及
【第2章の１０の（１）】

〇感染症患者の個人情報保護と人権尊重【第2章の１０の（２）】
〇適切な報道提供と不適当な情報提供時における迅速な対応【第2章の１０の（２）】

〇人員体制の整備と応援受入体制の構築【第2章の１２の（２）】
〇統括保健師等の配置【第2章の１２の（２）】
〇府と連携し整理した役割分担で対応【第2章の１２の（３）】

〇対策本部会議の設置開催【第2章の１３の（２）】
〇国、府等との連携、支援要請、情報提供【第2章の１３の（１）（３）（４）（５）（６）（７）】
〇府等と連携し外国語による感染症対策の情報提供【第2章の14の（２）】

〇高齢者施設等への感染対策への助言【第2章の８の（２）】
〇医療機関、高齢者施設等への講習・研修【第2章の１４の（１）】

〇感染症予防計画の法的な位置づけ【第１章の１】 〇事前対応型行政の構築【第１章の２の（１）】 〇感染症予防及び治療対策【第１章の２の（２）】
〇患者の人権尊重【第１章の２の（３）】 〇健康危機管理のもと国・府・関係機関等との連携し感染症予防を推進 【第１章の３】
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